
基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

１

基本構想素案 変更内容①

 基本姿勢として設定している「多様な主体の活躍」について、「多様な主体」の趣旨が市民により

伝わりやすくなるよう名称変更を検討し、「みんなが活躍するまちづくり」に改めたもの

【関連ページ：資料１ 基本構想素案 P7】

基本姿勢 みんなが活躍するまちづくり

少子高齢化や社会経済状況の変化等によって、地域課題は複雑化

し、市民の生活スタイルも多種多様になってきています。また、地域

の関係性の希薄化が進み、地域活動への関心が低下している状況の

中、行政による取り組みだけではめざすまちの姿を実現することは

困難になってきていると考えられます。

そこで、行政だけではなく、市民、事業者、学校、団体、地域コミュ

ニティなど多様な主体が協働し、お互いを補完しながら、それぞれの

強みを最大限に活かしたまちづくりを進めていく必要があります。

多様な主体が一体となり、対等な関係でそれぞれの役割を果たせ

る仕組み作りと、連携しやすい環境作りに力を入れ、一人一人の力が

発揮されるまちづくりができるよう、取組を進めていきます。

基本姿勢 多様な主体の活躍

少子高齢化や社会経済状況の変化等によって、地域課題は複雑化

し、市民の生活スタイルも多種多様になってきています。また、地域の

関係性の希薄化が進み、地域活動への関心が低下している状況の中、

行政による取り組みだけではめざすまちの姿を実現することは困難

になってきていると考えられます。

そこで、行政だけではなく、市民、事業者、学校、団体、地域コミュニ

ティなど多様な主体が協働し、お互いを補完しながら、それぞれの強

みを最大限に活かしたまちづくりを進めていく必要があります。

多様な主体が一体となり、対等な関係でそれぞれの役割を果たせ

る仕組み作りと、連携しやすい環境作りに力を入れ、一人一人の力が

発揮されるまちづくりができるよう、取組を進めていきます。

（変更前） （変更後）

資料３



基本姿勢 持続可能な行財政運営

本市の財政は、高齢化の進展による社会保障費の増大などによっ

て今後も厳しい状況が続くことが予想され、必要な行政サービスを、

効率的かつ安定的に提供するための取組が重要になってきています。

そこで、税収やその他の収入の確保、市職員の定員適正化や公共

施設保有量の適正化などによる経常経費の節減、起債発行額の適正

管理や基金残高の確保などによって後年度負担の抑制に努めるとと

もに、限られた財源や人材などを有効活用した行政運営に取り組む

必要があります。

さらに、わかりやすい情報発信によって透明性を向上させるとと

もに、各施策の効果検証と進捗状況の評価を継続的に実施すること

で、施策の進捗管理と方向性の検討を行うことが重要です。

市民サービスの向上と行政コストの削減に向けて、DX（デジタルト

ランスフォーメーション）を推進し、業務の効率化や職員・組織体制の

見直しなど、継続的な行政改革によって、持続可能な行財政運営が

できるよう取組を進めていきます。

基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

２

基本構想素案 変更内容②

 基本姿勢として設定している「持続可能な行財政運営」について、DXの推進に関する追記を行い、

業務効率化等の説明を充足させたもの

【関連ページ：資料１ 基本構想素案 P7】

（変更前） （変更後）

基本姿勢 持続可能な行財政運営

本市の財政は、高齢化の進展による社会保障費の増大などによっ

て今後も厳しい状況が続くことが予想され、必要な行政サービスを、

効率的かつ安定的に提供するための取組みが重要になってきていま

す。

そこで、税収やその他の収入の確保、市職員の定員適正化や公共

施設保有量の適正化などによる経常経費の節減、起債発行額の適正

管理や基金残高の確保などによって後年度負担の抑制に努めるとと

もに、限られた財源や人材などを有効活用した行政運営に取り組む

必要があります。

さらに、わかりやすい情報発信によって透明性を向上させるととも

に、各施策の効果検証と進捗状況の評価を継続的に実施することで、

施策の進捗管理と方向性の検討を行うことが重要です。

また、継続的な行政改革によって、持続可能な行財政運営ができ

るよう、取組みを進めていきます。



基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

３

基本構想素案 変更内容③

 人口推計シミュレーションの説明について、市民に分かりやすい内容となるよう表現の仕方を

一部あらためたもの

【関連ページ：資料１ 基本構想素案 P24～26】



基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

４

前期基本計画 変更内容①

 ＳＤＧｓへの取組と、総合計画に掲げる施策の相関性を分かりやすくするために、前期基本計画

の冒頭部でＳＤＧｓの説明を加え、各基本施策で対応するアイコンを表示したもの

【関連ページ：資料２ 前期基本計画素案 P4及び各基本施策】

参考：基本施策１－６より



基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

５

前期基本計画 変更内容②

 基本施策１－２について、原子力防災や国民保護に関する事項を、審議会のご意見を踏まえ

追加したもの

【関連ページ：資料２ 前期基本計画素案 P9～10】

③風水害や原子力災害などのあらゆる災害
発生時や、武力攻撃事態等における迅速な避
難行動につなげるため、屋外スピーカーによ
る放送と併せて、豪雨時でも伝達性が高い防
災ラジオを整備し、防災情報伝達手段の多重
化に取り組んでいます。



基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

６

前期基本計画 変更内容③

 基本施策２－５について、改正「食料・農業・農村基本法」に関連する取組を、審議会のご意見を

踏まえ追加したもの

【関連ページ：資料２ 前期基本計画素案 P27～28】

農地貸借（売買）等に関して、農業委員会や農業公

社と連携し、経営拡大のための農地の集積・集約化を

進めるとともに、生産基盤の保全管理に取り組む。

改正「食料・農業・農村基本法」の基本理念に則り、担
い手への円滑な農地利用集積・集約を進める。



基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

７

前期基本計画 変更内容④

 各基本施策の中で繋がりが深いものを可視化するため、総合計画と総合戦略の関係を整理した

表を、審議会のご意見を踏まえ追加したもの

【関連ページ：資料２ 前期基本計画素案 P63～64】



基本構想素案・前期基本計画素案の変更内容

８

前期基本計画 変更内容⑤

 前期基本計画で使用する用語について、分かりにくい用語をまとめた用語解説を、審議会の

ご意見を踏まえ追加したもの

【関連ページ：資料２ 前期基本計画素案 P73～75】


